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◆主催／鶴岡市立図書館 ◆お問合せ／鶴岡市立図書館
〒997-0036鶴岡市家中新町14-7
tel.0235-25-2525 fax.0235-25-2526
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「山形小説家・ライター講座」　
令和元年度（2019）

講師一覧

今回の講座で取りあげる作品
（小説・エッセイ）を募集します!!

◆提出方法
・テキストの長さは原稿用紙 80 枚以内。テキストにはあ

らすじ（400～600 字程度）も添付してください。
・テキストを提出できるのは、当日講座に参加できる方の

みとなります。
・提出されたテキストは、池上冬樹氏が講師との相性など

を考慮し決定します。（当日取り上げ　る作品は３本程
度と考えております。提出数が多い時は、テキストとし
て採用を見送る場合があります。ご了承ください）

・テキストは文書作成ソフト「word」にて読みやすい形
（Ａ４横、40×30 字程度の縦書き）で作成し、下記アド
レスにメール添付にて、または鶴岡市立図書館カウンタ
ー窓口にデータを提出してくだ　さい。（ＣＤ・ＤＶＤ
にてお願いします。ＵＳＢメモリ等での提出は、セキュ
リティの点からご遠慮願います）なお、緊急の連絡先の
電話番号も明記してください。

・テキスト提出の締め切りは、８月 18 日です。

14/28 太田　愛（『相棒』脚本家＆小説家）

15/26 あさのあつこ（野間児童文芸賞＆島清　
恋愛文学賞作家）

16/23 穂村弘（歌人・評論家・エッセイスト
伊藤整文学賞＆若山牧水賞）

17/28 今村翔吾（角川春樹小説賞作家）

18/25 三浦しをん（本屋大賞＆直木賞作家）

19/22 佐藤多佳子（本屋大賞＆山本賞作家）　　　

10/27 朱川湊人（直木賞作家）

11/24 角田光代＆井上荒野＆江國香織　　　
（直木賞作家たち）

12/18 阿部智里（松本清張賞作家）

11/26 川本三郎（文芸評論家。読売文学賞＆
毎日出版文化賞）

12/23　酒井順子（講談社エッセイ賞作家）　　　　　　　　　

13/22　有栖川有栖（本格ミステリ大賞作家）

興味のある方は、是非ともご参加ください。
なお、10月～12月までの期間、会場が遊学
館から山形県郷土館　文翔館（山形市旅篭
町 3-4-51）へ変更となる予定です。詳しく
は、下記のホームページをご覧ください。 
http://bungei.pixiv.net/yamagata

◆テキストの提出先

sakka.naro@r7.dion.ne.jp または、
library@city.tsuruoka.yamagata.jp
※表題に「出張講座用テキスト」と明記してください。

◆テキストの事前配布
・参加申し込みいただいた方には、8月 24日より、
鶴岡市立図書館カウンター窓口にて配布します。

・なお、当日、会場でも配布します。

「山形小説家・ライター講座」とは…
本講座は、平成９年（2007）４月、直木賞作家である高橋義夫先生を講師としてスタート。その後、山

形市在住の文芸評論家・池上冬樹先生が講師兼世話役を引き受け、現在までたくさんの受講生とともに
歩んできた“真剣かつカジュアル”がモットーの、有志による愉快な自主運営の文学講座で、毎月１回、
遊学館（山形市緑町一丁目 2-36　山形県立図書館併設）にて開催しております。第一線で活躍中の作家
や評論家の方を講師としてお招きし、受講生が提出する短編作品（毎回３～５本）をテキストにして、講
評ならびにトークショーを行っています。
小説・エッセイ・詩・短歌など文章を書くことが好きな人はもちろん、書かないけれど、本を読むこと

が好きな人も歓迎しています。
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